
　県内中小企業の受注機会を増やすため、県内外企業の発注情報の

収集・提供をしています。

　県内中小企業者の販路開拓を支援するため展示会や見本市への出

展等に対し助成します。
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4． 販 路 の 開 拓 支 援

　インターネットビジネスを積極的に取り組む企業の方々が集まる

研究会です。

　講演会、実践講座、交流会などを実施します。また有志会員による

月例勉強会を開催しています。

◎年会費／12,000円

●ネットビジネス実践塾の開催（2コース）

5. 情 報 化 の 支 援

TOYAMAインターネット活用研究会

ITビジネス利活用促進支援

受発注取引のあっせん・紹介

　東京・大阪・名古屋地区で広域商談会を開催しています。また、県内

企業が得意とする先端的な技術や工法を大手企業向けに紹介する

展示商談会を行っています。

商談会・展示商談会の実施

　主に首都圏の企業へ自社製品を売り込みたい県内中小企業に対し

て、コーディネーター等を活用して販路開拓を支援します。

首都圏への販路開拓支援

https: //www.tonio.or. jp/ info/ toyama-internet /

　情報ビル１Fフロアで経営関連の図書や雑誌・新聞等の資料や、社

員教育・製造業関連・繁盛店情報など企業に役立つビデオ・DVDを

多数取り揃えております。

　すべて開架式ですから、必要な図書やビデオ等を書架から自由に

取り出し、閲覧・視聴できます。

　また、無料で貸し出しするサービスを行っています。

図書・ビデオ・DVDソフトによる情報提供

https: //www.tonio.or. jp/ info/ library/

　県内中小企業者（グループ含む）の新幹線敦賀延伸等に関連した

商品開発や様々なアイデアを生かした事業展開に対し助成します。

◎助成率  1/2　
◎助成期間  最長2箇年度　
◎助成限度額  100万円

　県内小規模企業者（グループ含む）の商品開発や販路開拓等の

取組みに対し助成します。

◎助成率  1/2　 
◎助成期間  最長2箇年度
◎助成限度額  50万円（県外の販路開拓経費については、25万円※）

※ただし、首都圏（東京・神奈川・千葉・埼玉）の展示会等に出展する場合は35万円。

※ただし、首都圏（東京・神奈川・千葉・埼玉）の展示会等に出展する場合は35万円。

販路開拓の挑戦支援
（とやま中小企業チャレンジファンド事業）

観光ビジネス支援
（とやま中小企業チャレンジファンド事業）

　事業継続計画を策定している又は事業継続力強化計画の認定を

受けている中小企業者の防災・減災対策を強化する取組みに対し

助成します。

◎助成率  1/2　 
◎助成期間  最長2箇年度　
◎助成限度額  100万円

防災・減災対策促進事業
（とやま中小企業チャレンジファンド事業）

データ駆動型社会の実現に向けた
技術の普及・活用促進

小さな元気企業の応援
（とやま中小企業チャレンジファンド事業）

　中小企業者と農林漁業者とが連携し、双方の経営資源を活用した

新商品・新サービスの開発やそれに伴う販路開拓事業に対し助成し

ます。

◎助成率  2/3　 
◎助成期間  最長2箇年度
◎助成限度額  200万円
※ただし、工具器具・備品費の助成は100万円以内。

農商工連携を活用した事業支援
（とやま中小企業チャレンジファンド事業）

　次世代ロボット関連産業の創出、育成、ロボットの利活用を促進

するため、情報提供、情報交換の場を提供し、セミナー開催等により、

ネットワークを推進します。

ロボット技術研究ネットワークの推進

　医療現場等における多数のニーズをもとに、医薬品関連企業やも

のづくり企業と医療・介護関係者、医療機関等が連携し、イノベーショ

ン創出を推進します。

医薬工連携イノベーション創出の推進

　上記３分野を含む分野横断的な技術分野として発展・普及が進む

AI、ビッグデータ、5G等の先端技術に関する技術セミナー等の開催

を行い、最新の技術情報を提供します。

　地域イノベーション戦略支援プログラム（北陸ライフサイエンス

クラスター）やその他関連した国・県の公募事業の研究成果等の技

術移転・事業化を支援します。

医薬バイオ地域イノベーションの推進

　富山県が策定した新・富山県ものづくり産業未来戦略を推進し、

県内企業の競争力を強化するため、成長産業分野における新たな

技術・製品開発に向け、最先端の技術に関する以下の4つの研究会や

プロジェクト等を行います。

6. 産 学 官 連 携 の 推 進

　CASE（電動化、自動運転技術等）関連技術など次世代自動車関連

産業の創出・育成に関する技術セミナーや技術交流会の開催、先進

地視察等を行い、研究開発や関連ビジネスへの参入を推進します。

次世代モビリティ研究の推進

　ヘルスケア産業研究会を設置し、セミナー開催、コーディネーター

によるマッチング活動、ヘルスケア製品開発の支援等をします。

ヘルスケア産業育成創出の推進

　高機能素材であるアルミの特性を活かした研究開発プロジェクト

の推進やインターンシップや海外技術者との交流を通した人材育成

等を実施します。

アルミ産業成長力強化戦略の推進

1／3

 25万円※

最長2箇年度

助 成 率

限 度 額

助成期間

県外市場開拓

1／3

50万円

最長2箇年度

国外市場開拓

　IoT等に関する総合的な初期相談対応、出前講座を実施します。

また、IoT等活用人材の育成研修、企業へ専門家を派遣し IoT等を

活用した現場改善の提案を実施します。

IｏT・AI活用等生産性向上支援

　地域イノベーション戦略支援プログラム（とやまナノテククラス

ター）での取り組みについて、PR活動を通じ、研究成果の技術移転・

事業化を促進します。

とやまナノテククラスター技術移転・事業化の促進

産学官連携型ヘルスケア製品開発支援

課題解決型ヘルスケア製品開発支援

イノベーション推進センター
産学官の連携とイノベーションの推進による富山ならではの新産業の育成・創出

500万円／年

2箇年度以内

委 託 額

委 託 期 間

500万円／年

1年度以内

委 託 額

委 託 期 間

　富山県が指定する地域資源（産地の技術や農林水産品、観光資源）

を活用した新商品・新サービスの開発やそれに伴って行う販路開拓

事業に対し助成します。

◎助成率  1/2　◎助成期間  最長2箇年度　◎助成限度額  500万円
※ただし、工具器具・備品費の助成額は100万円以内。

地域資源を活用した事業支援
（とやま中小企業チャレンジファンド事業）
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　特定ものづくり基盤技術の高度化に資する研究開発について、中

小企業及び地域の大学等との研究機関等が連携して行う取り組みを

支援する事業に関し事業管理機関として支援します。

株式会社北陸エンジニアプラスチック 水越 正之 社長 ものづくり研究開発支援事業

　日本で初めて3Dプリンター用フィラメントをつくった北陸
エンジニアプラスチック。セルロースナノファイバーを複合化し
た、高性能フィラメントの開発に臨んだ。物性が異なるものを均
一に複合化するには、高度な技術や知見が必要となる。同社は
その開発にあたって「産学官連携推進事業（令和2年度 産学官
オープンイノベーション推進事業に改称）」の支援を受け、同社
独自のノウハウに富山県産業技術研究開発センターの科学的
な知見を加え、配合率の探査や性能評価の試験などを実施。そ
の結果、目標に掲げた強度をクリアするフィラメントの開発に
成功した。
　その開発中に、ある機械メーカーから「セルロースナノファイ
バー配合より、剛性の高いプラスチック素材を開発してほしい」
と要望が入り、同社ではプロジェクトチームを設置。「ものづくり
研究開発支援事業」の採択も受けて試作に乗り出した。「これが
できれば、自動車用の部品などにプラスチック製品が採用され
る可能性がある」と水越社長は語り、新しい複合素材に期待を
寄せた。

▲右側のベージュ色がかった造形物が、
樹脂とセルロースナノファイバーを複合
化したフィラメントによりつくられている。

▼

同社が開発した樹脂とセ
ルロースナノファイバーを
複合化した3Dプリンター用
フィラメント。ちなみにセル
ロースナノファイバーは、鉄
の1/5の比重だが、強度は
鉄の5倍といわれている。

▼「セルロースと樹脂は、極
端にいうと水と油。それを均
一に混ぜるのが当社の技
術」と語る水越正之社長。

P.7

産学官オープンイノベーション推進事業P.7

開発型企業が取り組む終わりなき挑戦
高性能新プラスチック素材の開発を目指して

戦略的基盤技術高度化支援（サポイン）

電波暗室棟

開発支援棟
富
山
大
学
高
岡
キ
ャ
ン
パ
ス

二
上
浄
化
セ
ン
タ
ー

ポリテクセンター富山

富山県ものづくり
研究開発センター

富山県産業技術研究開発センター
企画管理部

184,300円

276,500円

月額

月額

80㎡（2室）

120㎡（2室）

プロジェクトスペース

　センターは富山県産業技術研究開発センターと新世紀産
業機構が共同で運営しています。
　10ｍ法の電波暗室、最先端設備等設置スペースであるデ
ジタルものづくりラボ、高機能素材ラボ、CNF製品実証試
作ラボ、製品機能・環境負荷評価ラボ、オープンイノベーシ
ョン・ハブと、研究開発スペースである開発支援棟で構成さ
れています。

電波暗室（10m法、小型）／外部からの電磁波の影響を受けず、
また、外部機器に影響を与えない電気的に隔離された部屋。

8． 富山県ものづくり研究開発センター

富山県ものづくり研究開発センターの概要

　カードキーシステムにより入居者は24時間利用できます。

開発支援棟の研究スペース

［1階］

●企業や大学に広く開放します。
●最先端設備は利用者自らが操作するこ
とができます。また基本操作や高度に
利用するための技術講習を行います。

最先端設備の開放 研究開発プロジェクトの推進

異分野・異業種交流の促進実践的なものづくり人材の育成

●開発支援棟の企業スペースやプロジェ
クトスペースを活用した研究開発を推
進します。

●異分野融合による技術シーズを創出し、
研究開発プロジェクトに繋げる研究会を実
施します。

●異業種交流セミナーや研究会を開催し
ます。

●知的所有権センターとの連携により、個
別企業の知的財産の一層の活用を図り
ます。

●実践的で高度な知識を有する人材育成
のため、長期インターンシップの受け入
れや、人材育成講習会を実施します。

●共同研究方式による企業の若手技術者
の育成に取り組みます。 

使用
料金 92,100円月額40㎡（10室）

企業スペース

使用
料金

［2階］

中型プロ
ジェクト
スペース
103

WC

EV
エントランス

非常階段

ロビー 階
段正

面
玄
関

大型プロ
ジェクト
スペース
101

企
業
ス
ペ
ー
ス（
５
室
）

企
業
ス
ペ
ー
ス（
５
室
）

中型プロ
ジェクト
スペース
104

8.03.08.0

10
.0

33
.0

15
.0

大型プロ
ジェクト
スペース
102

209

207

205

203

201

210

208

206

204

202

WC

EV

非常階段

研修室
階
段

8.03.08.0

5.
0

5.
0

8.
0

●アクセス

高岡市二上町１22
（富山県産業技術研究開発センター敷地内）
TEL.0766-50-8280   FAX.0766-50-8283　

1／2

200万円

最長2箇年度

助 成 率

限 度 額

助 成 期 間

　県内中小企業者（グループ含む）の新商品・新技術の研究開発等

による競争力強化の取り組みに対し助成します。

ものづくり研究開発支援
（とやま中小企業チャレンジファンド事業）

　バイオ、深層水、環境・エネルギー、ものづくり、航空機、医薬工連

携、次世代自動車、ロボット、ナノテクなどの成長分野を中心に、産学

官グループから研究開発テーマを公募し、新商品・新事業創出に結び

つく研究開発を支援します。

7. 新 産 業・新 技 術 の 創 出 支 援

産学官オープンイノベーションの推進

新商品・新事業創出枠

食品衛生法に適合する銅鋳物
ウイスキー蒸留器（ポットスチル）の開発（大
型鋳物製造業＆富山県産業技術研究開発
センター）。

ものづくり小児用小型錠剤（ミニタブレット）
製造用の打錠杵臼の開発（産業機械メーカ
ー＆富山県薬事総合研究開発センター）。

医薬工

200万円以内

1年度内

委 託 額

委 託 期 間

　産学官グループから研究開発テーマを公募し、先端技術の実用化

に向けた製品開発やCNF・高機能素材の開発・加工に係るコア技術

の展開・事業化を支援します。

新ものづくり戦略推進枠

500万円／年 以内

2箇年度以内

委 託 額

委 託 期 間



至氷見

地場産業センター

協和ファーマ
ケミカル

イオンモール

GS
富山大

小矢
部川

万葉線
日重化

至
小
矢
部

至富山

庄  

川

高岡駅

米島口
アルビス米島店前

古城公園

商工会議所

●

●

●

●

●

●

●

●

四屋

昭和町 下田

卸売市場口 赤祖父（南）

江尻

長慶寺南

JR
氷
見
線

越中
中川

能
町

160

156

8

あいの風とやま鉄道

北陸新幹線

Ｊ
Ｒ
城
端
線

新高岡駅

7 8

　特定ものづくり基盤技術の高度化に資する研究開発について、中

小企業及び地域の大学等との研究機関等が連携して行う取り組みを

支援する事業に関し事業管理機関として支援します。

株式会社北陸エンジニアプラスチック 水越 正之 社長 ものづくり研究開発支援事業

　日本で初めて3Dプリンター用フィラメントをつくった北陸
エンジニアプラスチック。セルロースナノファイバーを複合化し
た、高性能フィラメントの開発に臨んだ。物性が異なるものを均
一に複合化するには、高度な技術や知見が必要となる。同社は
その開発にあたって「産学官連携推進事業（令和2年度 産学官
オープンイノベーション推進事業に改称）」の支援を受け、同社
独自のノウハウに富山県産業技術研究開発センターの科学的
な知見を加え、配合率の探査や性能評価の試験などを実施。そ
の結果、目標に掲げた強度をクリアするフィラメントの開発に
成功した。
　その開発中に、ある機械メーカーから「セルロースナノファイ
バー配合より、剛性の高いプラスチック素材を開発してほしい」
と要望が入り、同社ではプロジェクトチームを設置。「ものづくり
研究開発支援事業」の採択も受けて試作に乗り出した。「これが
できれば、自動車用の部品などにプラスチック製品が採用され
る可能性がある」と水越社長は語り、新しい複合素材に期待を
寄せた。

▲右側のベージュ色がかった造形物が、
樹脂とセルロースナノファイバーを複合
化したフィラメントによりつくられている。

▼

同社が開発した樹脂とセ
ルロースナノファイバーを
複合化した3Dプリンター用
フィラメント。ちなみにセル
ロースナノファイバーは、鉄
の1/5の比重だが、強度は
鉄の5倍といわれている。

▼「セルロースと樹脂は、極
端にいうと水と油。それを均
一に混ぜるのが当社の技
術」と語る水越正之社長。
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開発型企業が取り組む終わりなき挑戦
高性能新プラスチック素材の開発を目指して

戦略的基盤技術高度化支援（サポイン）

電波暗室棟

開発支援棟
富
山
大
学
高
岡
キ
ャ
ン
パ
ス

二
上
浄
化
セ
ン
タ
ー

ポリテクセンター富山

富山県ものづくり
研究開発センター

富山県産業技術研究開発センター
企画管理部

184,300円

276,500円

月額

月額

80㎡（2室）

120㎡（2室）

プロジェクトスペース

　センターは富山県産業技術研究開発センターと新世紀産
業機構が共同で運営しています。
　10ｍ法の電波暗室、最先端設備等設置スペースであるデ
ジタルものづくりラボ、高機能素材ラボ、CNF製品実証試
作ラボ、製品機能・環境負荷評価ラボ、オープンイノベーシ
ョン・ハブと、研究開発スペースである開発支援棟で構成さ
れています。

電波暗室（10m法、小型）／外部からの電磁波の影響を受けず、
また、外部機器に影響を与えない電気的に隔離された部屋。

8． 富山県ものづくり研究開発センター

富山県ものづくり研究開発センターの概要

　カードキーシステムにより入居者は24時間利用できます。

開発支援棟の研究スペース

［1階］

●企業や大学に広く開放します。
●最先端設備は利用者自らが操作するこ
とができます。また基本操作や高度に
利用するための技術講習を行います。

最先端設備の開放 研究開発プロジェクトの推進

異分野・異業種交流の促進実践的なものづくり人材の育成

●開発支援棟の企業スペースやプロジェ
クトスペースを活用した研究開発を推
進します。

●異分野融合による技術シーズを創出し、
研究開発プロジェクトに繋げる研究会を実
施します。

●異業種交流セミナーや研究会を開催し
ます。

●知的所有権センターとの連携により、個
別企業の知的財産の一層の活用を図り
ます。

●実践的で高度な知識を有する人材育成
のため、長期インターンシップの受け入
れや、人材育成講習会を実施します。

●共同研究方式による企業の若手技術者
の育成に取り組みます。 

使用
料金 92,100円月額40㎡（10室）

企業スペース

使用
料金

［2階］

中型プロ
ジェクト
スペース
103

WC

EV
エントランス

非常階段

ロビー 階
段正

面
玄
関

大型プロ
ジェクト
スペース
101

企
業
ス
ペ
ー
ス（
５
室
）

企
業
ス
ペ
ー
ス（
５
室
）

中型プロ
ジェクト
スペース
104

8.03.08.0

10
.0

33
.0

15
.0

大型プロ
ジェクト
スペース
102

209

207

205

203

201

210

208

206

204

202

WC

EV

非常階段

研修室
階
段

8.03.08.0

5.
0

5.
0

8.
0

●アクセス

高岡市二上町１22
（富山県産業技術研究開発センター敷地内）
TEL.0766-50-8280   FAX.0766-50-8283　

1／2

200万円

最長2箇年度

助 成 率

限 度 額

助 成 期 間

　県内中小企業者（グループ含む）の新商品・新技術の研究開発等

による競争力強化の取り組みに対し助成します。

ものづくり研究開発支援
（とやま中小企業チャレンジファンド事業）

　バイオ、深層水、環境・エネルギー、ものづくり、航空機、医薬工連

携、次世代自動車、ロボット、ナノテクなどの成長分野を中心に、産学

官グループから研究開発テーマを公募し、新商品・新事業創出に結び

つく研究開発を支援します。

7. 新 産 業・新 技 術 の 創 出 支 援

産学官オープンイノベーションの推進

新商品・新事業創出枠

食品衛生法に適合する銅鋳物
ウイスキー蒸留器（ポットスチル）の開発（大
型鋳物製造業＆富山県産業技術研究開発
センター）。

ものづくり小児用小型錠剤（ミニタブレット）
製造用の打錠杵臼の開発（産業機械メーカ
ー＆富山県薬事総合研究開発センター）。

医薬工

200万円以内

1年度内

委 託 額

委 託 期 間

　産学官グループから研究開発テーマを公募し、先端技術の実用化

に向けた製品開発やCNF・高機能素材の開発・加工に係るコア技術

の展開・事業化を支援します。

新ものづくり戦略推進枠

500万円／年 以内

2箇年度以内

委 託 額

委 託 期 間


